
め
、
避
難
訓
練
す
る
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
の
か
。

町
長

現
在
避
難
所
は
69
箇

所
指
定
し
て
い
る
が
、
住
民

は
こ
の
こ
と
を
あ
ま
り
把
握

し
て
い
な
い
。
地
域
の
自
主

性
を
重
ん
じ
て
町
と
協
議
の

上
、
地
域
の
人
が
納
得
し
た

避
難
所
を
決
め
た
い
。

　

そ
し
て
年
何
回
か
避
難
訓

練
を
実
施
し
た
方
が
、
実
態

に
即
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

一般質問

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
利
用
し
た

高
齢
者
買
い
物
支
援
シ

ス
テ
ム
や
高
齢
者
見
守
り
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
は
出
来

な
い
も
の
か
。

町
長

こ
の
イ
ン
フ
ラ
（
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
）
を
利
用
す
れ
ば
質
問

に
あ
る
よ
う
な
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
が
、
課
題
と
し
て

お
年
寄
り
が
使
い
こ
な
せ
る

か
、
ま
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
、
導
入
後
の
補
助
の
問
題

が
あ
る
。

高
齢
者
買
い
物
シ
ス
テ

ム
は
、
地
元
の
商
店
と

連
携
す
る
こ
と
で
商
店
を
維

持
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で

は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

導
入
の
意
義
は
あ
る

が
、
導
入
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
調
査
研
究
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
医
療
や
観

光
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
こ

の
イ
ン
フ
ラ
は
利
用
で
き
る

と
思
う
。

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
加

入
分
担
金
の
無
料
化
は

出
来
な
い
か
。

町
長

定
住
対
策
で
別
の
補
助

事
業
が
あ
る
。
加
入
分
担
金

に
限
定
せ
ず
に
包
括
的
な
も

の
で
や
っ
て
い
け
ば
、
個
別

に
も
支
障
が
出
な
い
し
、
当

事
者
に
も
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
と
思
う
。

わ
が
町
は
高
齢
者
が
多

い
た
め
災
害
時
に
は
遠

く
ま
で
避
難
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
避

難
所
で
は
無
理
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
い
く
つ
も
の

安
全
な
避
難
所
を
住
民
サ
イ

ド
か
ら
提
案
し
て
い
た
だ
き
、

行
政
側
と
す
り
合
わ
せ
、
出

来
る
だ
け
安
全
な
場
所
を
決

Ｑ

答

問

若
者
定
住
対
策
と
し
て

①
保
育
料
の
無
償
化

②
中
学
校
ま
で
の
医
療
費
の

補
助

③
町
外
へ
の
通
勤
者
に
対
し

て
通
勤
手
当
の
支
給
は
。

町
長

①
保
育
所
運
営
を
平
成

24
年
度
に
民
営
化
し
た
い
。

　

ま
た
保
育
料
無
償
化
は
、

今
後
の
財
政
状
況
を
み
な
が

ら
検
討
す
る
。

②
現
在
の
医
療
費
補
助
事
業

を
継
続
す
る
。

③
通
勤
手
当
て
は
非
常
に
む

ず
か
し
い
。
現
在
行
っ
て
い

Ｑ

答

問

る
５
つ
の
定
住
対
策
を
推
進

す
る
。町

道
の
陰
樹
伐
採
、
崩

土
除
去
な
ど
危
険
度
の

少
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、

作
業
可
能
な
団
体
な
ど
に
委

託
で
き
な
い
か
。

Ａ

神石小学校　鼓笛隊

橋本輝久議員

町
長

危
険
が
伴
う
作
業
、
専

門
性
が
あ
る
作
業
な
ど
は
、
現

在
は
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

　

危
険
度
の
少
な
い
箇
所
に

つ
い
て
詳
細
に
内
容
検
討
し

24
年
度
に
実
施
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
た
い
。

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

〔
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ

設
備
〕・〔
仁
吾
川
発
電
設
備
〕

導
入
の
取
り
組
み
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

町
長

22
年
度
に
策
定
委
員
会

か
ら
提
言
さ
れ
て
い
る
が
、

横尾正文議員

ＣＡＴＶ活用の
方向性は

若者定住対策は

予
算
化
し
実
行
す
る
の
は
、

現
時
点
で
は
む
ず
か
し
い
。

　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
国
が

ど
の
程
度
本
気
で
取
り
組
む

か
に
よ
る
。

仁
吾
川
発
電
所
は
、
先

人
た
ち
が
残
し
て
く
れ

た
貴
重
な
財
産
だ
。

　

ま
た
小
学
校
の
道
徳
教
育

の
教
材
と
し
て
も
取
り
上
げ

て
い
る
。

　

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
施
設
と
し
て
整
備
を
。

町
長

重
く
受
け
止
め
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

Ａ

委員会報告

地
震
に
よ
る
建
築
物

の
倒
壊
被
害
防
止
の

た
め
、
公
的
建
物
な
ど
特
定

建
物
は
、
町
が
順
次
耐
震
診

断
・
耐
震
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
住
民
が
、
常
時
暮
ら
し

て
い
る
住
宅
は
、
各
自
の
責

任
に
よ
り
対
策
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　

県
の
地
震
被
害
想
定
調
査

報
告
書
で
は
直
下
型
地
震
、

震
度
５
強
か
ら
６
弱
が
起
き

た
場
合
神
石
高
原
町
で
は
、

死
者
31
人
、全
壊
６
４
３
棟
、

半
壊
５
９
５
８
棟
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
内
民
間
建
物
２

０
３
６
１
棟
中
新
耐
震
基
準

適
用
は
、
３
９
３
５
棟
、
残

り
81
％
は
既
存
不
的
確
建
物

と
思
わ
れ
、
減
災
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
行
政
と
し
て
、

住
居
に
対
し
何
ら
か
の
耐
震

診
断
、
耐
震
対
策
に
よ
る
減

災
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

尊
い
命
を
守
る
た
め
ど
の

よ
う
な
施
策
展
開
が
必
要
な

の
か
。町

長
県
内
で
は
耐
震
診
断
の

補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る

市
町
も
あ
る
が
、
耐
震
補
強

Ｑ

答

問

と
セ
ッ
ト
で
な
い
と
町
民
の

危
機
感
を
あ
お
る
。
国
策
で

取
り
組
ま
な
い
と
単
町
費
で

の
対
応
は
む
ず
か
し
い
。

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
地

震
な
ど
の
災
害
に
よ

り
、
自
宅
で
死
な
な
い
・
け

が
を
し
な
い
事
だ
。ま
ず
は
、

ソ
フ
ト
事
業
で
の
対
応
が
望

ま
れ
る
と
思
う
が
。

町
長

本
町
で
も
ソ
フ
ト
事
業

で
防
災
・
減
災
を
啓
発
す
る
。

小川清治議員

地震・防災・
減災対策は

ソフト事業で啓発対応

Ａ

Ａ

東日本大震災の被害状況

現在の定住対策を継続 さらなる調査研究が必要

ＱＡ

Ｑ

ＱＡ

Ｑ

ＡＱＡ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ
支
所
機
能
に
つ
い
て
、

お
お
む
ね
方
向
性
は
で

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
24

年
度
の
体
制
は
。

町
長

現
状
の
体
制
だ
。

Ａ

陰樹伐採後の町道

総
務
文
教

常
任
委
員
会

調
査
地

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町

調
査
目
的

定
住
対
策
に
つ
い
て

主
な
取
り
組
み
事
業

日
本
一
の
子
育
て
村
を
目
指
し
て

～
子
育
て
す
る
な
ら
邑
南
町
で
～

10
年
後
に
若
者
定
住
を
平
成
22
年
か
ら

平
成
28
年
に
40
人
増
、
さ
ら
に
5
年
後

に
は
１
０
０
人
増
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。

医
療

公
立
邑
智
病
院　

産
婦
人
科
・
小
児
科

機
能
充
実
と
24
時
間
救
急
受
付

保
健

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
（
中
学
校
卒
業

ま
で
）

福
祉

保
育
料
の
無
料（
2
子
目
か
ら
）

就
労
無
料
職
業
紹
介
所
・
起
業
家
支
援

定
住
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置

教
育

奨
学
金
制
度（
医
療
・
農
林
業
）

産
業
建
設

常
任
委
員
会

調
査
地

岡
山
県
真
庭
市

調
査
目
的

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

銘
建
工
業（
株
）内
に
て
調
査

エ
コ
発
電
施
設

樹
皮
、
か
ん
な
屑
な
ど
を
利
用
し
発
電

す
る
。

ペ
レ
ッ
ト
製
造
施
設

樹
皮
・
チ
ッ
プ
・
プ
レ
ー
ナ
ー
屑
な
ど
、

木
の
成
分
（
リ
グ
ニ
ン
）
が
高
温
に
な

る
と
溶
け
出
す
性
質
を
利
用
し
、
造
粒

機
で
粒
状
に
す
る
施
設

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
使
用
施
設

健
康
増
進
施
設
と
し
て
、
プ
ー
ル
・

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
な
ど
に
ペ
レ
ッ
ト

ボ
イ
ラ
ー
を
使
用
し
て
い
る
。

灯
油
ボ
イ
ラ
ー
と
比
較
し
50
％
の
コ
ス

ト
削
減
に
な
っ
て
い
る
。

真
庭
市
新
本
庁
舎
に
て
調
査

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

冷
暖
房
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
導
入
の
新
庁

舎　

エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
建
設
（
2
億
2
千

万
円
）

太
陽
光
発
電
設
置

本
庁
舎
屋
根
に
85
ｋ
ｗ
の
発
電
用
パ
ネ

ル
設
置（
６
７
０
０
万
円
）

委員会報告
総務文教常任委員会と産業建設常任委員会合同で研
修を行いました。
研修日時　平成23年11月24日～11月25日　2日間
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